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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　芯材（１０）のネジ部の下方向に具えた、前記芯材（１０）のネジ部の口径から突出す
ることがない高さのねじ山を有する円柱状の第1ネジ部（１１）、前記芯材（１０）のネ
ジ部の生体硬組織表面方向に具えた、その表面に凹凸がない円柱状の無ネジ部（１３）、
前記第1ネジ部（１１）と前記無ネジ部（１３）の間に具えた、前記芯材（１０）のネジ
部の口径を突出しない高さのねじ山を有しており、前記第1ネジ部（１１）から連続して
形成されたネジであって、そのネジの溝の深さが浅くなりながら前記無ネジ部（１３）ま
で連続的に形成された円柱状の第2ネジ部（１２）、前記第１ネジ部と前記第２ネジ部の
両方の両側に、長軸方向に平行に形成したカット面（１１Ｃ）、歯肉との接触部分には前
記無ネジ部（１３）の上縁部から上部へ放射状に広がるように形成された傾斜部（１４）
、前記傾斜部（１４）の上縁部から上方へ平行に延ばして円柱状とした部分を義歯を装着
する為に調節可能な範囲とした装着調整部（１５）を備えたワンピースタイプの歯科用イ
ンプラント。
【請求項２】
　前記装着調整部（１５）の口径は、前記芯材（１０）のネジ部の口径に比べ、5.0～20.
0％ほど大きい請求項１に記載の歯科用インプラント。
【請求項３】
　前記カット面（１１Ｃ）は、湾曲状に形成されている請求項１に記載の歯科用インプラ
ント。
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【請求項４】
　前記無ネジ部（１３）の長さは、生体硬組織へ埋入する部位の長さの2～50％である請
求項１に記載の歯科用インプラント。
【請求項５】
　前記芯材（１０）のネジ部に水熱処理を施したアパタイト被覆層が形成されてなる請求
項１に記載の歯科用インプラント。
【請求項６】
　前記傾斜部（１４）に水熱処理を施してなる請求項１に記載の歯科用インプラント。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯科用インプラントに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　歯科用インプラントは主に金属製芯材の一部を生体組織に埋入し、口腔内に突出した上
部に義歯を装着して形成される1ピースタイプ、及び生体硬組織に埋入される下部と、義
歯を装着する上部とが分離した２ピースタイプに大別されるが、それぞれ一長一短を持ち
医師、技工士等の選択によって使い分けられている場合が多い。
【０００３】
　歯科用インプラントの普及は、上述した形態の確立や性能の向上等から、植立後の生体
に対する安定性が認められつつあり、市場においても年々増加する傾向がある。
　歯科用インプラント、即ち人工歯根は、個人差のある歯列内に埋入されるため。既成形
状では、対応しきれず、歯科医自ら、芯材の上部を削るなどする場合がある。
　又、インフ゜ラントの施術も限られた環境の中で、手早く、確実にしかも患者の負担を
軽減しながら行うことが求められている。
【特許文献１】特開２００５－２７０５２８号公報
【特許文献２】特開２００５－２７０５２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、歯科用インプラントは、生体との親和性と埋入後の咀嚼力に耐え得る強度が
必要であり、その中で、チタン材は、生体との親和性、機械的強度を有する点で好適な材
料である。　しかしながら、芯材に細い部分、切れ目等不均一な部分が多数連続している
場合、長い時間使用しているとチタン材でも咀嚼力等により折れてしまう場合があること
から、折れやすい中間の部分等は、なるべく太く一様に形成されることが好ましいのであ
る。
　顎骨に孔を開ける場合、この孔の径がインプラントの口径より小さく設定されるため、
埋入の際、インプラントの中間の太い部分が、残渣の取り出しを邪魔する場合があり、残
渣を回収する為に余計な作業を要する。
　また、埋入直後においては骨との強固な癒合が期待できないため、初期固定力が高く、
かつ新たに造成された骨と強固に癒合するインプラントが望ましい。
　この様な点を解消すべく、個人差を調整して、しかも折れ難く埋入のし易いインプラン
トが希求されるのである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記に鑑み本発明は、インプラントの中間部が太くても、硬組織の孔の周囲を削りなが
ら歯根が埋入されていく際、累合の溝の部分がその残渣を外部へ誘導するように押し出し
てくれることで、容易に残渣の回収ができるようになると共に、隣在歯の形状、距離等に
よって、人工歯根の芯材を削らなければならない場合であっても、上部に任意の切削、研
削を可能とする領域（調整部）を設けることで、より便利な歯科用インプラントが形成で
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きる。
　また、生体硬組織への埋入する部分の埋入面方向を無ネジ部とし、この無ネジ部を長く
することで、硬組織との接触面を大きくすると共に、折れの防止をする。
　また、咀嚼による圧縮力を強固な皮質骨に密着している上方向に広がるような傾斜面で
受けることが可能となり、圧縮強度が増大し、インプラントの沈下を防止できる。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明は、より強度を高めるべく、インプラントの芯材の太さをより太くすると共に、
インプラントの施術時に生じる残差の容易な回収や、患者固有の顎形状、歯列に応じた加
工調整可能なインプラントを提供し、使い勝手が良くしかも折れることが少ないインプラ
ントを提供する。また、傾斜部を設けることで咀嚼等の圧縮力にてインプラントが過度に
沈下して上顎洞や神経を侵襲することを防止するインプラントを提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明は、施術時の残渣の回収を容易にでき、且つ、使用時の折れを防止するため細い
部分がない芯材を有する。
　更に、医師が、患者の口腔内の状況に応じて義歯装着部に対し自ら切削などの加工がで
きるように調整部を設けた構成とすることで、患者によって調整が可能なインプラントの
提供を可能とする。
　本発明は、芯材の口径を突出することなくネジ部が形成される例を示すが、この芯材の
口径とは、生体硬組織埋入部位の口径を示すものである。
　以下本発明の実施例につき詳細に説明する。
【実施例１】
【０００８】
　図1は、本発明の一実施例を示す図である。
　本実施例である芯材１０は、チタン芯材よりなるワンピースタイプの人工歯根形状を示
す。
　１１は、第1ネジ部であり、等間隔のピッチと深さを有するネジ状を有する。
　１２は、第２ネジ部であり、第1ネジ部と連続して形成されているが、溝の深さが小さ
くなっていく状態を示す。第２ネジ部の距離は、0.1mm～1.0mmが例示される。
　１３は、無ネジ部であり、第２ネジ部に連続して形成され、周縁に凹凸がない状態であ
る。無ネジ部１３の幅は、0.1mm～3.0mmが例示される。
　第1ネジ部１１、第２ネジ部１２には、長軸方向に平行にカット面１１Ｃを形成してい
る。カット面１１Ｃは、回転を防止するためのものであるが、植立の安定及び強度の保持
を図るためその面積を少なく抑える必要があることから、図５，図６で示す様に湾曲状に
形成されることが好ましい。
　１４は、傾斜部であり、無ネジ部１３から放射状に広がり、そのまま装着調整部１５へ
接続している。装着調整部１５の幅は、3.1mm～5.5mmであり、当該幅は、植立部位によっ
て適宜調整される。
　１５は、装着調整部であり、一様な幅を有し、その他の径に比べ、比較的幅のある部分
である。装着調整部１５の口径は、ネジ部の口径に比べ、5.0～20.0％ほど大きい状態が
例示される。装着調整部１５は、歯科医、看護士、技工士等、直接施術に関与し、植立を
行う場合、隣在歯との関係で、加工調整される部位であり、その目的に応じ、大きさは適
宜調整される。
　１６は、装着先端部であり、義歯を挿入し、固定するための略円錐状の構成を有するが
、形状大きさなどは、義歯の形状、大きさにより適宜調整される
【０００９】
　図1は、実際、生体に埋入した状態を示す。埋入部位は、顎骨部１７で、無ネジ部１３
まで、１８は、歯肉部であり、傾斜部１４の幅とおおよそ一致する事が好ましい。また、
顎骨部１７が平らでない場合、傾斜部１４の下方一部までが骨内に埋入される場合もある
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。
　１９は、義歯部であり、奥歯、前歯等部位毎にその形状は加工調整される。
　芯材がチタンの場合は、そのままでも利用可能であるが、より好ましくは、その表面に
水熱処理を施したり、プラズマ熔射、その他の被覆手法によるハイドロキシアパタイト、
αーリン酸三カルシウム等のリン酸カルシウム化合物の被覆を行った後、水熱処理を行う
手法を付加することができ、当該手法により、インプラントと生体組織との結合に近い状
体が形成できる。
　当該実施例を図２に示す。
【実施例２】
【００１０】
　図2は、図1を長軸方向で切断した断面図であって、プラズマ熔射被覆後水熱処理して得
られる再結晶化ハイドロキシアパタイト被覆２０と、芯材表面に水熱処理層２１を設けた
ものである。
　　ハイドロキシアパタイト被覆について、
　　本発明における被覆に関し、プラズマ熔射によるαーＴＣＰによる溶射被覆を行い、
芯材表面にα－ＴＣＰによる被覆層(膜厚10～60μm、好ましくは25～45μｍ)を形成する
。
　被覆層は、図2で示すように、顎骨に埋入される部分までが好ましい。
　更に、リン酸カルシウム化合物、リン酸二水素ナトリウム、リン酸アンモニウム等のリ
ン酸塩及び／又は炭酸カルシウム、塩化カルシウム、硝酸カルシウム等のカルシウム塩を
含む溶液（温度110～130℃、圧力0.1～2.0MPa、好ましくは温度115～125℃、圧力1.0～1.
5MPa）に1～200時間、好ましくは1～50時間浸積して水熱処理を行う。α－ＴＣＰ層は、
再結晶化されたハイドロキシアパタイトに変換される。
　尚α－ＴＣＰ（αーリン酸三カルシウム）でなくても、β－ＴＣＰ、ハイドロキシアパ
タイト、その他のリン酸カルシウム化合物及びこれらの複合材で被覆してもよい。
　当該水熱処理の結果、芯材表面には、酸化膜等の水熱処理層２１が形成されている。
　水熱処理層２１を形成する前の処理として、機械研磨、化学研磨、電解研磨等の研磨処
理を施し、好ましくは鏡面研磨処理を施すことで、水熱処理層２１が芯材に安定的に形成
され、生体早期安定性を得ることができる。
　尚、水熱処理層２１は、少なくとも歯肉等の生体軟組織と接触する部分にあれば良く、
図２で示す様に全体に形成される必要はない。
　被覆手法は、プラズマ熔射の他、スパッタリング、イオン注入、熱分解コーティング等
様々な手法が示されるが、実用上プラズマ溶射法による被覆が好適である。
【００１１】
　図３は、図１で示す芯材を６面方向から見た図であり、（a)は、正面図、（b)は、背面
図。（c)は、平面図、（d)は、右側面図、（e)は、底面図、（f)は左側面図である。
【実施例３】
【００１２】
　更に図4は、本発明の他の実施例を示す。
　図４の（a)は、正面図、（b)は背面図。（c)は平面図、（d)は右側面図、（e)は、底面
図、（f)は左側面図である。図5は、図4で示すＡ－Ａ’で切断した場合の断面図であり、
図６は、図4で示す実施例を斜視的に見た図である。
　本実施例は、図１で示す実施例に比べ無ネジ部４１をより長く確保した構成を示す。当
該構成によれば、初期固定をより安定的に行わせることができ、更に生体組織との結合を
行う再結晶化アパタイトが被覆されることで、より早い固定を実現できる。
　無ネジ部１３の長さは、硬組織埋入部４０の長さの10～50％くらいとすることでより強
度が上がる点で好ましい。
【産業上の利用可能性】
【００１３】
　本発明は、残渣を回収しやすく、患者によって形状を任意に加工可能な領域を持ち、使
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科医でも容易な植立作業を可能とする。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施例を示す図。
【図２】本発明の他の実施例を示す図。
【図３】本発明の他の実施例を各面からみた図。
【図４】本発明の他の実施例を各面から見た図。
【図５】本発明の図4で示すＡ－Ａ’における断面図。
【図６】本発明の図４で示した実施例の斜視図。
【符号の説明】
【００１５】
　　１０　　芯材
　　１１　　第1ネジ部
　　１２　　第２ネジ部
　　１３　　無ネジ部
　　１４　　傾斜部
　　１５　　装着調整部
　　１６　　装着先端部
　　１７　　顎骨
　　１８　　歯肉部
　　１９　　義歯
 

【図１】 【図２】
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